
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成２５年３月３１日から墨田区立図書館、コミュニティ会館図書室で借

りられる本やＣＤなどの貸出期間と貸出予約ができる数が変わります。 

その結果、貸出点数等は次のとおりとなります。 

ご利用の際はご注意ください。 

 

 

 

資料の種類 貸出点数 予約点数 貸出期間 

図書、雑誌 ２０点 ２０点 ２週間 

ＣＤ、カセットテープ １０点 １０点 ２週間 

ＤＶＤ、ビデオ ２点 ２点 ２週間 

他に予約が入っていない場合に限り、返却期限を２週間延長できます。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

順位 書名 著者 予約数 

1 舟を編む 三浦しをん著 303 

2 ６４ 横山秀夫著 278 

3 虚像の道化師 東野圭吾著 262 

4 禁断の魔術 東野圭吾著 260 

5 ソロモンの偽証 第１部 宮部みゆき著 258 

6 ナミヤ雑貨店の奇蹟 東野圭吾著 225 

7 ソロモンの偽証 第 2 部  宮部みゆき著 205 

8 空飛ぶ広報室 有川浩著 199 

9 聞く力―心をひらく３５のヒント 阿川佐和子著 170 

10 ソロモンの偽証 第３部 宮部みゆき著 162 

寄贈のお願い 
予約が集中している資料については、複数冊購入していますが、早期の提供ができない状況です。 

上記の予約多数図書で、読み終えてご家庭でお持ちのものがありましたら、図書館への寄贈をご検
討下さい。ご寄贈いただける場合は、お手数ですが、図書館・コミュニティ会館にお越しの際にお
持ち下さい。お持ちいただいた本は、図書館の資料として活用させていただきます。 

還
暦
間
近
に
な
る
が
、
読
書
の
習
慣
は
続
い
て
お
り
、

近
く
の
緑
図
書
館
を
利
用
し
て
い
る
。
好
き
な
分
野
が
多

い
の
だ
が
、
最
近
は
世
界
の
名
著
も
読
む
よ
う
に
し
て
い

る
。
「
知
識
の
吸
収
に
年
齢
は
関
係
な
し
」
を
掲
げ
て
、

挑
戦
し
て
い
る
。 

 

読
書
の
習
慣
が
培
わ
れ
た
の
は
、
中
学
の
時
に
ア
ー
サ

ー
・
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
の
「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
」

シ
リ
ー
ズ
と
の
出
会
い
に
あ
る
。
文
庫
本
を
借
り
て
夢
中

で
読
ん
だ
記
憶
が
鮮
明
に
あ
り
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る

多
く
の
海
外
ミ
ス
テ
リ
ー
作
品
ま
で
範
囲
を
広
げ
た
。
１

冊
読
み
終
わ
っ
た
後
に
は
、
巻
末
の
解
説
を
読
み
、
作
品

目
録
を
見
て
、
次
は
こ
れ
を
読
も
う
、
あ
れ
も
読
み
た
い

と
ワ
ク
ワ
ク
し
た
も
の
で
あ
り
、
作
品
群
を
制
覇
し
て
い

く
こ
と
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
で
い
た
。 

 

本
を
選
ぶ
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
思
い
出
さ
れ
る
の

は
、
文
庫
や
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
が
並
ん
で
い
る
空
間
が
好
き

だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
人
の
空
間
に
い
る
よ
う
で
、
静

か
に
時
間
を
か
け
て
選
ぶ
こ
と
も
楽
し
み
に
な
っ
て
い

た
よ
う
に
思
う
。
私
に
と
っ
て
は
書
架
と
い
う
よ
り
、
贅

沢
な
本
棚
で
あ
っ
た
と
思
う
。 

読
書
と
い
う
と
学
生
の

時
に
出
会
っ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
を
学
ん
で
い
た
友
人
の
言

葉
が
思
い
出
さ
れ
る
。
ア
ラ
ビ
ア
語
の
格
言
に
「
ど
ん
な

本
で
も
自
分
の
背
丈
く
ら
い
読
め
ば
、
理
解
も
深
ま
り
、

奥
の
深
い
部
分
に
も
目
が
届
く
」
よ
う
に
な
る
と
の
事
だ

が
、
忘
れ
ら
れ
な
い
言
葉
に
な
っ
て
い
る
。 

 

世
の
中
も
便
利
に
な
っ
た
も
の
で
、
ネ
ッ
ト
で
検
索
す

る
と
あ
ら
ゆ
る
名
著
が
一
覧
で
き
る
。
目
線
の
先
に
ダ

ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
の
「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
」

が
有
っ
た
。
少
年
時
代
に
平
易
に
訳
さ
れ
た
本
を
読
ん
だ

記
憶
は
あ
っ
た
が
、
名
著
に
入
っ
て
い
る
と
は
知
ら
な
か

っ
た
。 

 

早
速
、
図
書
館
の
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
予
約
し
よ
う
と

し
た
所
、
何
と
文
庫
本
で
上
下
２
冊
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
。
意

外
な
大
作
で
あ
っ
た
の
だ
と
再
認
識
し
た
。
冒
頭
は
、
お

ぼ
ろ
げ
な
記
憶
に
あ
る
と
お
り
、
難
破
し
て
一
人
生
き
残

る
こ
と
に
な
る
。
現
代
風
に
言
え
ば
、
「
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ

ー
ム
」
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
難
破
船
か
ら
生
活
物
資
を

流
れ
着
い
た
島
に
苦
労
し
て
運
び
、
島
の
地
形
を
観
察
し

な
が
ら
、
そ
こ
に
住
む
鳥
類
、
動
物
、
自
生
し
て
い
る
植

物
や
鉱
物
な
ど
の
資
源
な
ど
を
観
察
、
調
達
し
な
が
ら
生

存
の
為
の
孤
独
な
戦
い
が
迫
力
を
持
っ
て
描
写
さ
れ
て

い
る
。 

 

こ
こ
ま
で
は
昔
の
記
憶
に
あ
る
内
容
だ
が
、
物
語
は
更

に
続
い
て
い
る
。
難
破
し
た
時
の
若
き
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク

ル
ー
ソ
ー
か
ら
経
済
的
に
も
成
功
を
収
め
、
人
間
的
に
も

成
長
し
た
老
境
ま
で
の
遍
歴
が
数
多
く
の
場
面
、
事
象
を

通
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
か
れ
て
い
る
。
当
時
の
時
代

背
景
を
映
し
て
い
る
の
は
当
然
だ
が
、
宗
教
観
を
通
し
て

の
愛
、
共
同
体
の
交
流
・
運
営
、
及
び
秩
序
、
貿
易
を
通

し
て
の
経
済
、
資
源
の
大
切
さ
と
そ
の
利
用
な
ど
が
き
め

細
か
く
書
か
れ
て
い
る
。
大
げ
さ
か
も
知
れ
な
い
が
、
宗

教
学
、
民
俗
学
、
経
済
史
、
博
物
学
、
社
会
学
な
ど
の
観

点
か
ら
読
ん
で
も
面
白
い
。
そ
し
て
、
作
者
が
ロ
ビ
ン
ソ

ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
を
通
し
て
人
間
の
成
長
を
深
い
洞
察
の

も
と
に
描
い
て
い
る
こ
と
に
感
銘
し
た
。
名
著
と
い
う
と

抵
抗
感
が
あ
る
も
の
だ
が
、
好
き
な
ジ
ャ
ン
ル
の
合
間

に
、
力
を
入
れ
ず
に
読
ん
で
い
く
こ
と
で
、
自
分
の
本
棚

が
充
実
し
て
い
く
よ
う
に
思
え
て
き
た
。 

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー 

緑
の
風
船
子
） 

 

「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
」 

ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
著
、
平
井
正
穂
訳
、
岩
波
文
庫 

資
料
ID
１
１
１
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７
４
１
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館名 今月の特集コーナー 

あずま図書館 今月は特集を行いません 

緑図書館 

一般書：「大震災から３年目・もう一度災害について考える」 

ティーンズサービス〔Ｔ.Ｓ〕：「冒険者たち」 

児童書：「おかし ひとりじめ」 

寺島図書館 今月は特集を行いません 

立花図書館 

一般書：「ヒーロー・ヒロイン」 

児童書：２月・3 月はお休み 

えほんのひろば：２月・3 月はお休み 

八広図書館 

一般書：「読み終わるのが惜しい本」「世界をみる」 

「読むチョコレート 食べるチョコレート」 

児童書：「雪・氷」 

東駒形コミュニティ 

会館図書室 

一般書：「語り継がれる民話・昔話」 

児童書：「鬼はそと！春よこい」「さむくてもげんきはつらつ」 

梅若橋コミュニティ 

会館図書室 

一般書：「今日からはじめようアンチエイジング」 

児童書：「おいしいはなし」 

横川コミュニティ 

会館図書室 

一般特集１：「作家の本棚」 

一般特集２：「脱皮のための本」 

児童特集：「鬼と神様」「バレンタインコーナー」「～愛～心温まる本」 

 

「読み終わるのが 
惜しい本」 

本を読み耽って、ふと気がつ
くともう少しでおしまい。そ
のような経験をされた方も
多いと思います。 
八広図書館ではそのような
余韻を残す本を選んで並べ
てみました。是非手にとって
読んでみて下さい。素敵な時
間を過ごせると思います。 

「世界をみる」 
 
テロ、金融危機、異常気
象、震災等、インターネ
ットの普及により世界
中のあらゆる情報が瞬
時にわかる時代になり
ました。そのような世
相、新年を迎え視野広く
周辺国を調べたり考え
たりするのに役立てる
よう特集を組んでみま
した。 

「読むチョコレート  
食べるチョコレート」 

 
もうすぐバレンタインデー、チョコ
レートに対する意識が高まる時で
す。八広図書館ではチョコレートの
レシピや種類に関する本を並べてみ
ました。 
チョコレートを知るとともに楽しん
で下さい。 

「雪・氷」 
みなさんは今年、たくさん雪であそびましたか？八広図書館にも雪や氷の本がたくさんあります。 
家の中でも雪や氷に触れ合ってみて下さい。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

う
に
保
つ
仕
組
み
で
、
と
て
も
人
間
臭
い
乗
り
物
で
す
。 

人
力
車
を
最
初
に
発
明
し
た
人
は
、
誰
と
特
定
で
き
ま
せ
ん
が
、

最
初
に
発
明
を
出
願
し
た
の
が
和
泉
要
助
で
あ
り
、
さ
ら
に
改
良
を

加
え
て
普
及
さ
せ
た
の
が
秋
葉
大
助
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
秋
葉
大

助
は
銀
座
四
丁
目
に
店
を
持
ち
、
明
治
34
年
に
は
年
間
５
、
２
６
０

輌
を
生
産
し
、
ほ
ぼ
全
生
産
高
の
半
数
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
二

代
目
秋
葉
大
助
が
本
所
区
菊
川
町
二
丁
目
に
新
工
場
を
建
設
し
た
の

は
明
治
36
年
の
こ
と
で
す
（
現
在
の
菊
川
３-

１６
菊
川
駅
の
北
側

辺
）
。
秋
葉
大
助
は
ダ
ン
ロ
ッ
プ
と
提
携
し
、
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
の
普
及
に

努
め
、
そ
の
後
、
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
の
自
主
生
産
も
は
じ
め
、
自
動
車
業

界
に
も
進
出
し
ま
す
。 

さ
て
、
話
を
宮
田
自
転
車
に
も
ど
し
ま
す
。
人
力
車
製
造
に
よ
り

東
京
に
落
ち
着
く
事
が
で
き
た
栄
助
は
、
鉄
砲
鍛
冶
の
経
験
を
活
か

せ
る
小
石
川
の
砲
兵
工
場
に
勤
め
高
給
を
得
て
、
つ
い
に
、
明
治
14

年
に
は
銀
座
に
製
銃
工
場
を
開
設
し
ま
す
。
工
場
の
最
初
の
製
品
は

当
時
陸
軍
で
採
用
さ
れ
た
村
田
銃
で
し
た
。
明
治
22
年(

１
８
８
９)

に
外
国
人
か
ら
自
転
車
の
修
理
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
修
理
は
完

璧
で
外
国
人
に
感
謝
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
時
に
自
転
車
製
造
に
意
欲

を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。 

明
治
23
年(

１
８
９
０)
、
銀
座
で
は
騒
音
の
た
め
工
場
の
動
力
の

許
可
が
下
り
な
い
た
め
、
宮
田
栄
助
は
、
本
所
区
菊
川
二
丁
目
52
番

地(

現
：
菊
川
３-

３-

１
辺
）
に
新
工
場
を
起
工
し
ま
す
。
名
称
も
宮

田
製
銃
所
と
し
、
一
ヶ
月
に
５
０
０
挺
の
生
産
を
始
め
ま
す
。
こ
の

頃
の
菊
川
は
草
原
の
よ
う
で
、
新
大
橋
か
ら
工
場
が
見
え
た
と
い
い

ま
す
。
二
代
目
栄
助
が
工
夫
を
重
ね
て
製
作
し
た
宮
田
銃
は
専
売
特

許
を
得
て
、
猟
銃
と
し
て
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
方
で
、

自
転
車
の
試
作
も
続
け
、
つ
い
に
１
号
車
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
舶
来

品
に
負
け
な
い
自
信
作
で
し
た
。
銃
身
も
車
体
の
パ
イ
プ
も
、
鋼
の

丸
棒
に
縦
の
穴
を
穿
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
同
じ
技
術
が
用
い
ら
れ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
を
ご
覧
で
し
ょ
う
か
。
山

本
八
重
は
会
津
藩
の
鉄
砲
指
南
の
山
本
家
の
娘
で
す
が
、
女
で
あ
り

な
が
ら
ど
う
し
て
も
鉄
砲
を
習
っ
て
み
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
、

こ
の
ド
ラ
マ
の
ス
タ
ー
ト
に
勢
い
を
つ
け
て
い
ま
す
。
鉄
砲
と
い
う

の
は
、
武
士
に
嫌
わ
れ
な
が
ら
も
新
時
代
を
切
り
開
い
た
武
器
で
し

た
。
明
治
に
な
っ
て
鉄
砲
か
ら
自
転
車
を
造
っ
た
人
が
い
ま
す
。 

『
宮
田
製
作
所
七
十
年
史
』
は
宮
田
自
転
車
（
現
：
ミ
ヤ
タ
サ
イ

ク
ル
）
の
社
史
で
す
が
、
創
業
者
宮
田
栄
助
は
初
め
は
鉄
砲
師
で
し

た
が
、
後
に
は
自
転
車
を
製
造
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
栄
助
は
天

保
11
年(

１
８
４
０)

に
常
陸
国
真
壁
郡
大
国
村
に
生
ま
れ
、
負
け
ず

嫌
い
で
気
が
強
か
っ
た
よ
う
で
す
。
農
業
に
は
向
か
な
い
と
思
っ
た

父
は
、
製
銃
で
名
の
知
ら
れ
た
従
兄
妹
の
国
友
家
に
弟
子
入
り
さ
せ

ま
す
。
栄
助
は
製
銃
の
技
法
を
習
得
す
る
と
、
笠
間
藩
の
鉄
砲
師
に

抱
え
ら
れ
て
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
る
身
分
と
な
り
ま
す
。
こ
の
時
の

藩
主
は
牧
野
貞
直
で
勝
海
舟
ら
と
咸
臨
丸
に
乗
り
込
み
太
平
洋
横
断

の
快
挙
を
遂
げ
た
ひ
と
り
で
す
。
墓
は
墨
田
区
千
歳
の
要
津
寺
に
あ

り
ま
す
。
笠
間
藩
は
明
治
政
府
に
忠
節
を
め
ざ
し
た
も
の
の
、
宗
家

で
あ
る
長
岡
藩
が
官
軍
に
反
抗
し
た
の
で
、
戦
後
処
理
に
苦
労
し
て

い
ま
す
。 

さ
て
、
宮
田
栄
助
は
明
治
維
新
と
な
っ
て
役
目
は
解
か
れ
、
東
京

へ
出
よ
う
と
決
意
し
ま
す
。
ま
ず
事
業
資
金
を
得
る
た
め
人
力
車
の

組
立
て
を
行
い
ま
す
。
栄
助
が
東
京
に
出
た
明
治
６
年
当
時
は
、
人

力
車
が
新
時
代
の
乗
り
物
と
し
て
、
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
人

力
車
は
現
在
で
は
観
光
ガ
イ
ド
付
き
の
し
ゃ
れ
た
乗
り
物
と
し
て
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
の
足
元
も
走
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
見
た
方
は
多
い
と
思

い
ま
す
。
長
い
梶
棒
で
重
心
を
調
整
し
て
客
の
乗
り
心
地
が
よ
い
よ

た
事
に
な
り
ま
す
。
明
治
30
年
代
に
な
る
と
、
本
所
中
之
郷
業
平
町

（
現
：
横
川
１-

16
辺
）
の
三
田
土
ゴ
ム
会
社
に
空
気
の
入
る
ゴ
ム

タ
イ
ヤ
を
造
ら
せ
、
他
に
先
駆
け
て
自
転
車
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

本
所
菊
川
の
宮
田
工
場
で
は
捕
鯨
用
の
銃
も
製
作
し
て
い
ま
す
が
、

猟
銃
が
規
制
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
転
車
が
贅
沢
品
か
ら
実
用
に

な
り
は
じ
め
た
明
治
35
年(

１
９
０
２)

、
銃
の
生
産
を
廃
止
し
、
名

も
宮
田
製
作
所
と
改
称
し
て
自
転
車
製
造
を
専
門
に
す
る
こ
と
に
決

し
ま
す
。
初
代
宮
田
栄
助
は
明
治
33
年
６
月
６
日
に
永
眠
し
て
い
ま

す
。
享
年
60
歳
で
し
た
。 

人
力
車
製
造
の
秋
葉
大
助
の
他
に
も
、
菊
川
町
に
は
岩
城
栄
助
創

業
の
零
戦
の
防
弾
ガ
ラ
ス
も
造
っ
た
岩
城
ガ
ラ
ス
が
あ
り
、
馬
車
会

社
も
あ
り
ま
し
た
。
本
所
で
見
れ
ば
、
マ
ッ
チ
の
清
水
誠
、
ラ
イ
オ

ン
歯
磨
の
小
林
富
次
郎
、
服
部
金
太
郎
の
精
工
舎
、
シ
ャ
ー
プ
の
創

業
者
早
川
徳
次
郎
な
ど
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。
江
戸

か
ら
つ
づ
く
物
づ
く
り
の
職
人
気
質
と
時
代
に
先
駆
け
る
進
取
の
気

質
が
活
か
さ
れ
た
土
地
と
い
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 （

真
津
志
麻
記
） 

参
考
： 

『
宮
田
製
作
所
七
十
年
史
』
ID:

１
１
０
８
９
６
８
７ 

『
人
力
車
』
斎
藤
俊
彦
著
ID:

１
１
１
８
万
６
６
０
５(

貴
重)

 

『
三
百
藩
主
人
名
事
典
』
第
２
巻
ID:

１
１
０
９
３
３
３
４ 



【 開 館 時 間 】     【 休  館  日 】  
● 火曜日～土曜日・・・・・9：00～20：00    ● 館内整理日《毎月第３木曜日（祝日にあたる場合は翌日）》、年末年始 

● 日曜日・月曜日・祝日・・9：00～17：00    ☆コミュニティ会館図書室は、毎月第１月曜日も休館日です。 

☆コミュニティ会館図書室は、                  

月曜日の開館時間が 9：00～20：00 です。          

   ☆あずま図書館・寺島図書館は、業務縮小期間中のため受付時間は、 

火曜日～土曜日・・・・・１４：００～２０：００ 

日曜日・月曜日・祝日・・１４：００～１７：００に変更しております。                             

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●あずま図書館 

文花 1-19-1 

電話：3612-6048 

●緑図書館 

緑 2-24-5 

電話：3631-4621 

●寺島図書館 

東向島 3-34-4 

電話：3611-4610 

●立花図書館 

立花 6-8-1-101 

電話：3618-2620 

●八広図書館 

八広 5-10-1-104 

電話：3616-0846 

●梅若橋コミュニティ 

会館図書室 

堤通２－９－１ 

電話：3616-1101 

●横川コミュニティ 

会館図書室 

横川５－９－１ 

電話：5608-4500 

●東駒形コミュニティ 

会館図書室 

東駒形 4－14－1 

電話：3623-1141 

●すみだ女性センター 

押上 2-12-7-111 

電話：5608-1771 

 
日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 
     横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

東「おはなしのも

り」15：00～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

3 4 5 6 7 8 9 

東・梅・横 
コミュニティ 
図書室休館 

 

 

  緑「小さい子どもの

た め の お は な し

会」10：30～ 

横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

10 建国記念の日 11 12 13 14 15 16 
   八「おひざでえほ

ん」11：00～ 

♪緑「こうさく会」 

15：15～ 

 横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

17 18 19 20 21 22 23 

★緑「すみだ文化講

座」14：00～ 

 東「おはなしれっし

ゃ」10：30～ 

緑「おはなしのへ

や」15：15～ 館内整理日 
全館休館 

横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしひろ

ば」10：30～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

24 25 26 27 28   
       

 

 

 

 

 

 
♪13 日（水曜日）の緑図書館の「こうさく会」は『ねこのこものをつくろう』です。 

★17 日（日曜日）の緑図書館の「すみだ文化講座」は、一般向けの講座です。 

☆行事の詳細は、各館に直接お問合せください。 

＊立花図書館は館内のレイアウト変更のため、２月・３月のおはなし会をお休みします。 

＊あずま図書館はひきふね図書館開館準備のため、１月をもって事業実施を終了しました。 

＊寺島図書館はひきふね図書館開館準備のため、１２月をもって事業実施を終了しました。 

  

 


